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審査結果の所見 

 応募者の実験室プラズマにおける磁気リコネクション現象に関するこ

れまでの研究業績は、国際的にも高い評価を受けており、今後も当該研

究分野の発展はプラズマ科学のみならず、宇宙物理学、天文学などの分

野においても影響を与える重要な分野である。本研究は、これまでの研

究成果に裏付けされ、独自の戦略で磁気リコネクションモデルの判別と

統一的解釈を目的とする世界的にも先駆的な研究内容である。測定精度

が、さまざまなモデルの判別に十分かどうか現時点では明確ではないが、

基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断した。 

 


